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決
　
　
算

医
療
給
付
費
震
災
前
の
1.8
倍

27
年
度
17
億
２
７
３
８
万
円
支
出

国民健康
保険検証

補
助
金
で
成
り
立
つ
町
の
国
保

膨
大
な
支
出
増
に
な
っ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
制
度
の

実
状
を
検
証
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
全
体
支
出
は
、
震
災
前
の
平
成
22
年

度
11
億
１
２
２
４
万
円
に
対
し
、
平
成
27
年
度
は
26
億
７

９
０
４
万
円
と
15
億
６
６
８
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

医
療
給
付
費
も
平
成
22
年
度
の
９
億
８
８
１
７
万
円
か

ら
17
億
２
７
３
８
万
円
と
７
億
３
９
２
１
万
円
と
大
幅
に

増
加
し
て
お
り
、
1.8
倍
と
な
り
ま
し
た
。

大
幅
増
加
の
要
因
は
、
表
１
で
示
す
通
り
、
こ
の
５
年

間
で
世
帯
数
５
５
９
増
加
、
被
保
険
者
数
が
１
３
２
０
人

増
加
し
た
こ
と
と
、
１
人
当
り
の
医
療
給
付
費
が
12
万
円

増
え
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
国
民
健
康
保
険
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
国
の
補
助
制
度
が
終
了

し
た
場
合
の
国
保
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
町
民
の
負

担
を
考
え
た
激
変
緩
和
の
仕
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

国保税が発生したら
平成22年度
総支出11億1224万円で� 8万2936円/年間・1人
平成27年度
総支出26億7904万円で�12万4743円/年間・1人

被 保 険 者 数
世 帯 数
総 支 出 額
１人当りの医療費

 平成22年度 平成23年度 平成25年度 平成27年度
 2,788人 3,480人 4,127人 4,108人
 1,541世帯 1,836世帯 2,087世帯 2,100世帯
 11億1,224万円 16億5,250万円 23億3,793万円 26億7,904万円
 303,240円 383,623円 380,042円 423,363円

5億

10億

15億

20億

9億8817万円

12億8751万円

15億6255万円

17億2738万円震災前 震災後
医
療
給
付
費
年
度
別
比
較
表

平
成
28
年
度
9
月
定
例
会
は
８
日
か
ら
16
日
ま
で

の
９
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
一
般
会
計
補
正
予
算
、
平
成
27
年
度

決
算
審
査
、
条
例
改
正
、
人
事
案
件
を
審
査
し
、
全

議
案
可
決
し
ま
し
た
。

表１
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決
　
　
算 タブレット情報伝達1億7453万円など

138億9684万円決算認定
一
般
会
計

平
成
27
年
度
の
事
業
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
情
報
伝
達

事
業
や
町
内
監
視
カ
メ
ラ
、
避
難
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
営

農
再
開
支
援
、
農
道
町
道
改
良
改
修
、
幼
小
中
学
校
運
営

な
ど
支
出
総
額
１
３
８
億
９
６
８
４
万
円
を
賛
成
多
数
で

認
定
し
ま
し
た
。

そ
の
内
、
約
84
億
３
０
０
０
万
円
は
、
東
日
本
大
震
災

な
ど
の
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

基
金
積
み
立
て
の
総
額
は
、
平
成
27
年
度
決
算
で
は
、

中
間
貯
蔵
施
設
整
備
影
響
緩
和
交
付
金
基
金
４
６
１
億
円

を
含
め
、
８
５
９
億
９
９
７
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

活
用
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
時
代
劇
も
ア
ニ
メ
も

見
れ
ま
す

私たちが親切におしえま〜す

水は命の源 水源の安全と安心を守る
坂下ダム施設管理に6502万円（特別

会計）
平成27年度会計別の決算状況… （万円以下四捨五入）

会　計　名 収 入 総 額 支 出 総 額 差 引 き
一 般 会 計 143億2508万円 138億9684万円 4億2824万円

特
　
別
　
会
　
計

坂 下 ダ ム 施 設 管 理 6702万円 6502万円 200万円
国 民 健 康 保 険 28億8729万円 26億7904万円 2億825万円
奨 学 金 貸 与 3205万円 2649万円 556万円
地 域 下 水 道 194万円 193万円 1万円
環 境 保 全 下 水 道 49万円 23万円 26万円
農 業 集 落 排 水 3772万円 593万円 3179万円
住 宅 団 地 造 成 5万円 5万円 0円
工 業 団 地 造 成 5万円 5万円 0円
中 央 台 霊 園 管 理 15万円 11万円 4万円
介 護 保 険 12億9007万円 11億8764万円 1億243万円
介 護 保 険 サ ー ビ ス 561万円 514万円 47万円
後 期 高 齢 者 医 療 2466万円 2441万円 25万円
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町内公営墓地33カ所の草刈り等を実施し、お墓参
りのできる環境整備を図りました。

公営墓地の環境整備
1127万円

平成27年５月姉妹都市オーストラリア・バサースト
市制200周年、姉妹都市提携25周年記念事業に町民27
人が参加訪問し、国際親善使節団員として交流を深め
てきました。
平成28年４月にはバサースト市長他７人が来町し、
さらなる絆を深めました。

姉妹都市との交流
1356万円

5063世帯の町民に対し、米・餅・缶詰・牛
カレー・みそ汁等の配布を行いました。
平成28年度も実施する予定です。

生活応援物資の配布
5612万円

平成27年度も生活支援
や将来を担う子どもの教育
支援および町の復興、町民
の安全確保等の事業を実施
しました。その中から主な
事業をクローズアップしま
した。郷土の復興に望みを託し24時間体制でパトロール

お米もお餅もおいしかったでしょ

きれいなお墓で先祖の供養

ステキな笑顔で　はいポーズ
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見回り隊パトロール強化
6660万円

見回り隊は郷土の復興に望みを託し、24時間
体制でパトロールを行い、大川原・中屋敷地区
の治安を守っています。

町内に防犯カメラを40カ所、車両ナンバー認
証システムを18カ所設置し、防犯対策に大きな
役割を果たしています。
今後も継続していきます。

監視カメラで防犯強化
1億1012万円

地震により損壊した家屋の調査を行い、り災
証明書が発行されました。これまで1168棟実
施しました。
これから、帰還困難区域の調査も予定されて
います。

家屋の損壊調査を行う
1963万円

郷土の復興に望みを託し24時間体制でパトロール
前年度実施した事業をクローズアップ!!

いざ出動

警察とも連携とれてます

役場から望む下野上地区
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町
が
認
定
し
て
い
る

障
が
い
者
数
は
。

　
　

１
級
か
ら
６
級
ま
で

で
４
１
２
人
で
あ
る
。

　
　

中
間
貯
蔵
施
設
地
権

者
支
援
金
の
平
成
27
年
度

実
績
は
。

　
　

法
人
３
件
、
個
人
23

件
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
８
月
ま
で
の

合
計
で
１
０
３
件
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

新
し
い
法は

っ
ぴ被

を
配
布

し
た
と
の
事
だ
が
、
な
ぜ

予
算
が
あ
ま
っ
た
の
か
。

　
　

定
数
１
６
７
人
の
内

１
４
０
人
分
を
計
上
し

た
。

　

活
動
に
参
加
し
な
い
団

員
が
い
る
た
め
購
入
配
布

で
き
な
か
っ
た
。

障
が
い
者

問答中
間
貯
蔵
施
設

地
権
者
支
援
金

問答消
防
団

問答

　
　

見
回
り
隊
の
予
算
が

多
く
あ
ま
っ
て
い
る
が
な

ぜ
か
。

　
　

見
回
り
隊
は
３
人
の

８
班
体
制
で
実
施
し
て
い

る
が
、
隊
員
が
休
ん
だ
場

合
の
補
充
を
し
て
い
な
い
。

　

今
後
は
１
班
３
人
体
制

を
堅
持
す
る
。

　
　

防
犯
灯
の
修
理
は
何

基
実
施
し
た
の
か
。
町
内

全
域
の
防
犯
灯
を
管
理
し

て
い
る
の
か
。

　
　

大
川
原
・
中
屋
敷
地

区
の
８
基
修
理
し
た
。
帰

還
困
難
区
域
は
管
理
し
て

い
な
い
。

　
　

災
害
対
策
費
の
備
蓄

と
は
な
に
か
。

防
犯
対
策

問答防
犯
灯

問答食
料
備
蓄

問

　
　

毛
布
、
水
、
非
常
食

で
あ
る
。
水
、
非
常
食
は

い
わ
き
出
張
所
に
保
管
し

て
い
る
。
毛
布
は
消
防
屯

所
に
保
管
し
て
い
る
。

　

期
限
は
５
年
で
あ
り
、

期
限
が
近
付
い
た
も
の
は

訓
練
等
で
使
う
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
大

川
原
地
区
に
進
出
し
た
企

業
の
事
務
所
に
保
管
し
、

カ
ギ
の
管
理
も
共
有
す
る
。

　
　

特
定
疾
患
で
町
よ
り

手
当
を
受
け
て
い
る
人
数

は
。

　

ま
た
特
定
疾
患
の
種
類

は
。

　
　

平
成
27
年
度
は
人
工

透
析
20
人
他
対
象
者
は
73

人
で
あ
る
。
病
名
は
３
０

０
種
類
以
上
あ
る
。

答特
定
疾
患

問答

　
　

原
子
力
災
害
避
難
区

域
帰
還
・
再
生
加
速
事
業

名
目
で
国
よ
り
委
託
金
を

交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
事
業
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　

一
時
帰
宅
時
の
仮
設

ト
イ
レ
、
監
視
カ
メ
ラ
、

屋
根
養
生
、
生
活
支
援
バ

ス
、
水
路
維
持
、
町
道
舗

装
、
防
火
帯
除
草
に
使
わ

れ
て
い
る
。

交
付
金

問答

決  

算  

質  

疑無駄はないか？
各事業をチェック

第
３
回
定
例
会
に
て
平
成
27
年
度
決
算
の
審
査
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
　

営
農
再
開
の
た
め
営

農
組
合
を
つ
く
り
大
川
原

地
区
の
耕
運
と
除
草
を
実

施
し
て
い
る
が
、
現
在
は

何
人
で
対
応
し
て
い
る
の

か
。

　
　

現
在
は
２
人
で
耕
運

と
除
草
を
分
担
し
て
対
応

し
て
い
る
。

　
　

今
後
も
地
元
優
先
で

運
営
で
き
る
の
か
。
事
業

継
続
の
た
め
委
託
先
の
変

更
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

来
年
度
か
ら
県
と
調

整
し
検
討
す
る
。

農
地
維
持

問答問答

農業再開へ活動するオペレーター
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タ
ブ
レ
ッ
ト
が
よ
り
使
い
や
す
く
な
る

４
月
か
ら
配
布 

高
速
通
信
に
変
更

現
在
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
４
年
目
を
迎
え
、
液
晶
や
バ

ッ
テ
リ
ー
の
老
朽
化
に
よ
る
不
具
合
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

平
成
29
年
4
月
か
ら
新
し
い
機
能
を
搭
載
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

通
信
速
度
の
高
速
化
を
は
か
り
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
利
活
用

�

１
億
９
３
１
６
万
円

機能を充実し、より使いやすく

補
　
正
　
予
　
算

投
票
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。
10
対
１
で
可
決

【
任
期
】
平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
4
年
間

投
票
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。
11
対
0
で
可
決

【
任
期
】
平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
4
年
間

教
育
委
員
に

嶋
貫
光
喜 

氏 

を
再
任

教
育
委
員
に

阿
部
裕
美 

氏 

を
再
任

帰
還
環
境
整
備
交
付
金

基
金
条
例

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
規
定
す
る
帰
還

環
境
整
備
交
付
金
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
新

設
さ
れ
ま
す
。

主
に
大
川
原
地
区
復
興
拠
点
の
土
地
購
入
費
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
条
例
は
平
成
33
年
３
月
31
日
で
効
力
を
失

い
ま
す
。
ま
た
基
金
に
残
額
が
あ
れ
ば
国
庫
に
返

納
と
な
り
ま
す
。

条
例
新
設

中
通
り
連
絡
事
務
所
、
大
川
原
連
絡
事
務
所
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
中
通
り
連
絡
事
務
所
に
は
車
い
す
と
担
架
も

設
置
し
ま
す
。

利
用
者
の
安
全
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
車
い
す
等
設
置

�

９
６
万
円

緊急時に命を守るために
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水
道
の
引
き
込
み
は

し
な
い
の
か
。

　
　

仮
設
の
事
務
所
の
た

め
引
き
込
み
し
な
か
っ
た
。

12
月
補
正
で
検
討
し
た
い
。

大
川
原
連
絡
事
務
所

補正問答

第
３
回
定
例
会
に
て
平
成
28
年
度
補
正
予
算
、
条

例
改
正
の
審
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
　

消
防
団
旅
費
が
計
上

さ
れ
た
目
的
は
。

　
　

若
手
育
成
の
た
め
班

長
ク
ラ
ス
を
東
京
消
防
庁

の
出
初
め
式
に
派
遣
し
、

技
術
向
上
と
士
気
高
揚
を

は
か
る
。

消
防
団
員
研
修

補正問答

　
　

野
上
地
区
に
設
置
さ

れ
て
い
た
ナ
ン
バ
ー
認
証

シ
ス
テ
ム
を
清
水
橋
付
近

に
移
設
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

ナ
ン
バ
ー
認
証
シ
ス

テ
ム
は
、
帰
還
困
難
区
域

へ
の
出
入
管
理
の
た
め
設

置
し
て
い
る
。

　

区
域
の
見
直
し
に
よ
り

野
上
地
区
の
出
入
管
理
所

が
な
く
な
っ
た
た
め
、
除

染
作
業
員
の
出
入
り
が
多

い
清
水
橋
に
移
設
し
た
。

今
後
も
区
域
見
直
し
等

が
あ
っ
た
場
合
は
、
既
存

の
シ
ス
テ
ム
を
流
用
し
移

設
す
る
。

　
　

予
防
接
種
が
追
加
さ

れ
た
が
、
何
の
接
種
が
該

当
す
る
の
か
。

　
　

お
た
ふ
く
風
邪
、
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
接
種
に
助
成

す
る
。

　
　

Ｂ
型
肝
炎
の
予
防
接

種
は
何
歳
か
ら
実
施
す
る

認
証
シ
ス
テ
ム

補正問答
予
防
接
種

補正問答問

の
か
。

　
　

平
成
28
年
10
月
よ
り

０
歳
児
の
接
種
を
促
し
助

成
す
る
。

　
　

農
業
用
排
水
路
改
修

費
が
補
正
さ
れ
て
い
る
。

お
盆
の
特
例
宿
泊
の
前
に

復
旧
は
終
了
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　

排
水
路
は
復
旧
し
た
。

今
回
は
崩
落
し
て
い
る
用

水
路
の
復
旧
で
あ
る
。

　
　

大
熊
町
未
来
教
育
会

議
と
は
ど
の
よ
う
な
事
業

か
。

　
　

い
か
に
す
れ
ば
大
熊

町
の
教
育
が
復
活
す
る
か

将
来
の
町
教
育
の
方
向
性

を
諮
問
す
る
会
議
で
あ
る
。

　
　

総
合
振
興
計
画
の
ふ

る
さ
と
未
来
会
議
は
ど
の

よ
う
な
ね
ら
い
が
あ
る
の

か
。
ま
た
人
選
は
ど
う
し

答
大
川
原
地
区
排
水
路

補正問答
未
来
教
育
会
議

補正問答
総
合
振
興
計
画

補正問

条
例
・
補
正
予
算
質
疑東京消防庁へ消防団員派遣

技術向上と士気高揚をはかる

消防団は復興へは欠かせない

た
の
か
。

　
　

若
い
人
の
視
点
か
ら

将
来
の
町
づ
く
り
を
企
画

立
案
し
て
も
ら
う
ね
ら
い

で
設
置
し
た
。

　

人
選
に
つ
い
て
は
若
い

職
員
か
ら
23
人
を
自
薦
で

選
ん
だ
。

　
　

今
年
度
中
に
集
約
す

る
仮
設
住
宅
は
。

　
　

会
津
若
松
市
の
河
東

学
園
、
亀
公
園
、
み
ど
り

公
園
、
扇
町
５
号
公
園
、

東
部
公
園
の
５
カ
所
。

　

松
長
近
隣
公
園
お
よ
び

長
原
仮
設
住
宅
に
引
っ
越

し
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　

帰
還
環
境
整
備
交
付

金
基
金
条
例
は
平
成
33
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
は
国
の
意
向
か
。

　
　

国
の
意
向
で
あ
る
が

状
況
に
よ
り
延
長
も
あ
る

と
思
う
。

答
仮
設
住
宅

補正問答
帰
還
環
境
整
備
基
金

条例問答
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小川駅前に建設中の集合住宅

廃炉へ向けた環境が整う

ペットと暮らせる戸建て住宅（いわき市小川町）

大川原地区で生活が始まる

不便な仮設住宅での避難生活からの脱却と、コミュニティ維持、安心して生活できるよう
福島県が整備管理するもので、大熊町民が入居できる住宅のうち会津若松市・郡山市・いわ
き市の17か所を視察してきました。
予定戸数4890戸の内、完成戸数は1826戸です。残りは平成29年度後期までに完成する予

定です。いわき市小川町には買い取り方式での整備を進め加速化をはかっています。
買い取り方式とは、入居者が買い取るものではありません。民間事業者が設計・建築した
ものを県が買い取り、復興住宅として活用するものです。

町土復興の拠点となる大川原地区に東京電力の寮が整備され入居が始まりました。また廃
炉に携わる企業の事務所が建設され、拠点整備が着実に前進しています。
一時立ち入りの町民の安全確保はもとより、東京電力単身寮の食堂で休憩と昼食がとれる
よう要望しています。

全
員
協
議
会 買い取り方式で整備が進む
いわき市小川町住宅

復
興
公
営
住
宅
視
察

８
月
８
日
・
９
日
・
29
日
に
復
興
公
営
住
宅
、
大
熊
町
内
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

復
興
公
営
住
宅
で
は
、
い
わ
き
市
小
川
町
で
買
い
取
り
方
式
に
よ
る
戸
建
住
宅
が
整
備
さ
れ
、
新
築
住
宅
で
の
生
活
を
確
認
し
ま
し
た
。

大
川
原
地
区
で
は
、
東
京
電
力
単
身
寮
、
東
京
エ
ネ
シ
ス
の
事
務
所
が
完
成
し
、
復
興
拠
点
に
も
新
た
な
生
活
が
動
き
だ
し
ま
し
た
。
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一  

般  

質  

問

３
人
が
一
般
質
問

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

町
政
を
問
う

ズバリ
大熊町出身の秋本真吾選手が顔晴ろう大熊っ子大会にて披露

１．堀　川　亘　夫 議員 11

・町道西20号線のバイパス道路のインフラ

整備を早急に

２．木　幡　ますみ 議員 12

・町政懇談会を開催すべき

３．廣　嶋　公　治 議員 13

・大野駅を中心に一体的な計画を

・熊川地区に復興祈念公園の整備を

すげ〜真吾さん

その他の質問
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町
道
西
20
号
線
は

国
道
２
８
８
号
線
・
県
道

35
号
線
（
通
称
山
麓
線
）

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て

県
内
各
市
町
村
か
ら
の
除

染
廃
棄
物
等
を
中
間
貯
蔵

施
設
へ
搬
入
す
る
主
要
道

路
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。

　

追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
供
用
開
始
さ
れ
本
格

的
輸
送
に
入
れ
ば
、
計
算

上
ピ
ー
ク
時
に
は
１
日
当

た
り
３
６
０
０
台
の
通
過

台
数
が
見
込
ま
れ
る
。

住
民
が
一
時
帰
宅
や
墓

参
り
の
際
、
交
通
渋
滞
や

交
通
事
故
に
直
面
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
、
町
の
復

興
再
生
の
大
き
な
妨
げ
に

な
る
。

万
が
一
、
事
故
災
害
や

緊
急
事
態
に
見
舞
わ
れ
た

り
、
大
野
病
院
の
救
急
医

療
患
者
の
搬
送
に
遭
遇
し

た
際
な
ど
混
乱
に
陥
る
可

能
性
が
予
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
中
間
貯
蔵
施
設

原
発
廃
炉
作
業
、
復
興
再

生
に
関
連
す
る
事
業
者
の

交
通
車
両
等
へ
の
弊
害
が

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

本
路
線
の
将
来
性
は
高

く
、
追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
と
大
野
駅
、
大
野
病

院
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
主
軸
を
成
し
、
大

動
脈
の
役
割
が
期
待
さ
れ

る
。バ

イ
パ
ス
道
路
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
早
期
実
現
を

め
ざ
し
、
平
成
29
年
度
か

ら
実
施
の
新
た
な
復
興
拠

点
整
備
計
画
の
柱
と
位
置

づ
け
、
平
成
31
年
４
月
供

用
開
始
予
定
の
追
加
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
に
照

準
を
合
わ
せ
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

堀
川

始
に
合
わ
せ
て
対
応
で
き

る
よ
う
、
早
期
完
成
を
め

ざ
し
住
民
の
皆
様
の
不
安

を
取
り
除
い
て
い
き
た

い
。ま

た
、
大
熊
町
の
中
心

と
な
る
大
野
駅
、
大
野
病

院
、
追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
、
国
道
６
号
、
下
野

上
・
大
川
原
地
区
を
新
た

な
復
興
拠
点
と
位
置
づ

け
、
平
成
29
年
度
か
ら
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　

町
道
西
20
号
線
は

大
野
駅
を
起
点
に
大
野
病

院
の
前
を
通
り
、
県
道
35

号
線
に
接
続
す
る
幹
線
道

路
で
あ
る
。

　

本
路
線
は
舗
装
面
の
損

壊
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、

環
境
省
が
平
成
29
年
３
月

下
旬
ま
で
に
舗
装
改
良
工

事
を
行
い
、
安
全
運
搬
に

耐
え
得
る
よ
う
に
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

平
成
31
年
４
月
に
追
加

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開

通
し
、
中
間
貯
蔵
施
設
ま

で
の
輸
送
が
本
格
化
す
れ

ば
交
通
体
系
や
周
辺
環
境

へ
の
さ
ら
な
る
悪
影
響
が

考
え
ら
れ
る
。

バ
イ
パ
ス
専
用
道
路
の

必
要
性
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
現
在
国
道
６
号
線

に
抜
け
る
ル
ー
ト
に
つ
い

て
環
境
省
と
具
体
的
に
協

議
を
進
め
て
い
る
。

追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
、
バ
イ
パ
ス
道
路
と
も

土
地
所
有
者
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
供
用
開

町
長

今は通行量は少ないが…

一  

般  

質  

問
堀
川
　
亘
夫 

議
員

問 バイパス道路整備を早急に

答 早期完成をめざし住民の不安を取り除く

西
20
号
線

大熊IC予定地
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一  

般  

質  

問

　
　
　

8
月
に
大
川
原
地

区
と
中
屋
敷
地
区
に
お
い

て
特
例
宿
泊
が
実
施
さ
れ

両
方
合
わ
せ
て
12
世
帯
、

34
人
の
方
々
が
宿
泊
さ
れ

た
。
非
常
に
少
な
い
人
数

で
驚
い
た
。

　
こ
の
様
な
状
況
下
で
は

一
度
踏
み
止
ま
っ
て
大
川

原
地
区
や
、
中
屋
敷
地

区
、
ひ
い
て
は
大
熊
町
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
の
方

向
性
を
、
町
民
と
の
意
志

疎
通
を
は
か
り
な
が
ら
進

め
て
行
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
い
わ
き
市
や
、
郡
山
市

木
幡

続
さ
れ
て
い
る
状
況
で
も

あ
り
、
大
熊
町
に
帰
り
た

い
と
い
う
方
が
多
く
い
る

こ
と
、
ま
た
帰
還
へ
の
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

と
い
う
再
認
識
を
し
た
。

　

現
在
大
熊
町
は
、
第
二

次
復
興
計
画
に
基
づ
い
た

町
内
に
帰
還
で
き
る
環
境

整
備
の
た
め
、
大
川
原
地

区
に
復
興
拠
点
を
整
備
す

る
方
向
で
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　

ま
た
先
月
末
に
は
政
府

よ
り
帰
還
困
難
区
域
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
考
え
方

も
示
さ
れ
、
帰
還
困
難
区

域
の
段
階
的
な
除
染
・
イ

ン
フ
ラ
復
旧
を
行
い
な
が

ら
帰
還
指
示
を
解
除
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
廃
炉
対
策
等
で

多
く
の
町
外
者
も
居
住
し

て
い
く
と
考
え
、
従
来
の

住
民
と
新
し
い
住
民
の

方
々
と
の
共
生
も
大
事
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

町民の意見は大事だ

　

今
後
の
町
づ
く
り
や

様
々
な
事
業
に
つ
い
て
は

住
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

実
施
す
る
。

　

今
年
は
10
月
よ
り
町
政

懇
談
会
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。

木幡ますみ 議員

問 

町
政
懇
談
会
を
開
催
す
べ
き

答 

10
月
か
ら
開
催
す
る

等
に
家
を
新
築
さ
れ
て
い

る
方
々
は
非
常
に
多
い
。

帰
町
を
あ
き
ら
め
た
訳
で

は
な
い
が
、
現
在
は
子
、

孫
の
事
を
考
え
た
ら
帰
れ

な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
町

民
は
多
い
。

　
原
発
関
連
の
作
業
を
さ

れ
て
い
る
方
々
だ
け
が
住

ん
で
い
る
町
は
町
で
は
な

い
と
思
う
。

　
帰
還
に
向
け
た
町
の

様
々
な
事
に
つ
い
て
は
、

是
非
町
民
の
意
見
を
、
ア

ン
ケ
ー
ト
や
町
政
懇
談
会

を
開
催
し
て
聞
き
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性

を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　

大
熊
町
で
は
、
8

月
11
日
か
ら
16
日
の
間
に

全
町
民
が
避
難
を
強
い
ら

れ
て
か
ら
初
め
て
の
特
例

宿
泊
を
実
施
し
た
。

　

対
象
地
区
は
、
帰
還
困

難
区
域
を
除
く
大
川
原
地

区
と
中
屋
敷
地
区
で
あ
り

対
象
人
数
は
１
４
１
世
帯

３
８
３
人
で
あ
る
。

　

期
間
中
の
宿
泊
者
は
12

世
帯
、
34
人
と
少
な
め
の

数
と
な
っ
た
が
、
原
子
力

災
害
に
て
避
難
指
示
が
継

町
長
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復興の中心となる大野駅（平成32年4月全線開通予定）

　
　
　

政
府
は
帰
還
困
難

区
域
の
取
り
扱
い
方
針
を

決
定
し
た
。

　

こ
れ
に
も
と
づ
き
復
興

拠
点
整
備
計
画
の
策
定
が

求
め
ら
れ
る
。

　

復
興
整
備
計
画
に
あ
た

っ
て
は
大
野
駅
を
起
点
と

し
て
６
号
国
道
、
常
磐
道

大
熊
Ｉ
Ｃ
、
県
立
大
野
病

院
、
大
川
原
復
興
拠
点
を

む
す
ぶ
一
体
的
な
整
備
計

画
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　

復
興
拠
点
は
、
関

係
機
関
と
協
議
し
町
の
将

来
的
な
復
興
を
見
据
え
な

が
ら
設
定
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

す
で
に
大
川
原
地
区
の

除
染
も
終
了
し
常
磐
自
動

車
道
の
大
熊
イ
ン
タ
ー
の

整
備
、
常
磐
線
の
全
線
開

通
な
ど
が
決
定
し
て
い

る
。

　

廃
炉
や
復
興
事
業
を
進

め
る
事
業
者
を
中
心
と
し

た
産
業
区
域
等
も
拠
点
を

廣
嶋

町
長

計
画
す
る
う
え
で
大
き
な

要
因
に
な
っ
て
く
る
。

　

立
地
条
件
や
交
通
ア
ク

セ
ス
等
を
考
慮
し
計
画
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　

復
興
拠
点
を
設
定

し
な
い
全
地
区
の
除
染
を

一
体
的
に
進
め
る
た
め
、

中
長
期
的
な
整
備
方
針
を

策
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　

復
興
拠
点
整
備
計

画
と
共
に
、
帰
還
困
難
区

域
の
全
体
構
想
を
策
定
す

る
。

　

町
全
体
の
中
長
期
的
な

考
え
方
を
示
し
、
国
に
対

し
て
町
民
の
帰
還
支
援
を

求
め
て
い
く
。

　
　
　

事
業
を
迅
速
に
行

う
に
は
、
民
間
企
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

復
興
拠
点
以
外
の
除
染

廣
嶋

町
長

民
間
企
業
の
活
用

廣
嶋

　
　
　

町
の
技
術
職
員
の

不
足
等
の
課
題
も
あ
り
、

整
備
計
画
策
定
や
具
体
的

な
事
業
を
進
め
る
た
め
に

は
、
民
間
の
力
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
く
。

町
長

　
　
　

町
の
伝
統
や
文
化

の
シ
ン
ボ
ル
拠
点
を
整
備

し
た
場
合
、
国
が
支
援
す

る
と
し
て
い
る
。

　

熊
川
は
鮭
の
遡
上
す
る

廣
嶋 問 

熊
川
地
区
の
整
備
を

答 

計
画
策
定
を
進
め
る

復興祈念公園

川
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
念
頭
に
入
れ
た

復
興
祈
念
公
園
整
備
計
画

を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

一  

般  

質  

問
廣
嶋
　
公
治 

議
員

問 大野駅を中心に一体的な計画を

答 立地条件やアクセスを考慮し計画する

拠
点
整
備
計
画

　
　
　

第
二
次
復
興
計
画

で
熊
川
地
区
を
自
然
保
護

ゾ
ー
ン
と
し
て
復
興
祈
念

公
園
の
整
備
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
復
興
拠
点
等
を

整
備
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
趣
旨
を
盛
り
込
ん
で

計
画
策
定
を
進
め
る
。

町
長
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

６
月
24
日
、
7
月
22
日
、
8
月
10
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
大
川
原
復
興
拠
点
の
進
捗
状
況
、
４
０
０

㌶
除
染
終
了
後
の
土
地
活
用
、
健
康
増
進
施
設
な
ど

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

復
興
拠
点
の
地
質
調
査
始
ま
る

町
営
住
宅
は
50
戸
建
設
予
定

住
宅
の
整
備
は
各
何
世
帯

を
整
備
す
る
の
か
。

　
　

公
営
住
宅
は
平
屋
の

戸
建
て
で
検
討
し
て
い
る
。

　

50
戸
建
設
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　

宅
地
面
積
は
何
坪
で

計
画
し
て
い
る
の
か
。

　
　

80
坪
程
度
で
整
備
す

る
。

　
　

用
地
確
保
が
難
航
し

て
い
る
が
、
確
保
で
き
た

土
地
か
ら
先
行
し
て
町
づ

答問答問

除
染
を
要
望
し
て
お
り
、

土
地
活
用
を
検
討
し
て
い

る
。

　　
　

健
康
増
進
施
設
の
設

置
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

問

　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や

温
浴
・
宿
泊
施
設
を
復
興

拠
点
内
に
整
備
検
討
し
て

い
る
。

答

　
　

予
定
地
の
作
業
進
捗

状
況
は
。

　
　

地
権
者
と
の
用
地
交

渉
を
実
施
し
て
お
り
、
同

意
を
頂
い
た
土
地
に
つ
い

て
は
地
質
調
査
を
始
め
て

い
る
。

　

施
設
に
つ
い
て
は
周
辺

施
設
と
調
整
し
検
討
し
て

い
る
。

　
　

町
づ
く
り
の
中
に
住

宅
用
地
を
確
保
す
る
と
の

こ
と
だ
が
戸
建
て
、
集
合

復
興
拠
点

問答問

く
り
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

用
地
確
保
に
問
題
が

あ
る
が
、
進
め
ら
れ
る
事

業
は
先
行
し
て
進
め
て
い

く
。

　
　

今
後
の
進
め
方
は
。

　
　

地
権
者
に
理
解
を
頂

き
、
土
地
取
得
に
つ
い
て

も
前
進
し
て
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
都
市
計
画
決

定
を
行
い
、
土
地
造
成
、

工
事
着
工
と
な
る
。

　
　

予
定
地
内
に
あ
る
除

染
廃
棄
物
は
何
袋
あ
り
、

い
つ
ど
こ
に
移
動
す
る
の

か
。

　
　

現
在
３
万
１
６
６
５

袋
あ
り
、
輸
送
が
計
画
通

答問答問答

り
進
め
ば
中
間
貯
蔵
予
定

地
内
に
１
年
か
ら
２
年
で

搬
出
は
終
了
す
る
。

　
　

４
０
０
㌶
除
染
後
の

土
地
活
用
計
画
策
定
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
年
度
は
大
川
原
復

興
拠
点
と
隣
接
す
る
地
域

の
除
染
を
進
め
る
。

　

除
染
が
終
了
す
れ
ば
産

業
・
事
業
・
居
住
区
域
と

し
て
計
画
し
活
用
し
て
い

く
。

　
　

駅
前
地
区
の
除
染
を

行
い
土
地
活
用
計
画
を
示

し
帰
町
を
促
す
魅
力
発
信

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

Ｊ
Ｒ
大
野
駅
周
辺
の

除
染
後
の
土
地
活
用

問答問答

新しい駅舎を

大川原地区
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会 1000区画の面積を確保
希望者数に応じて決定したい

８
月
18
日
委
員
会
を
開
催
し
、
大
川
原
復
興
拠
点

整
備
・
町
営
墓
地
整
備
・
除
染
廃
棄
物
の
搬
入
状
況

な
ど
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
　

復
興
計
画
の
構
想
は

ど
の
段
階
で
説
明
す
る
の

か
。

　
　

現
在
、
商
業
施
設
、

医
療
施
設
、
福
祉
・
介
護

施
設
、
復
興
住
宅
、
役
場

庁
舎
等
あ
ら
ゆ
る
視
点
か

ら
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
と
ま
り
次
第
提
示
し

た
い
。

　
　

墓
地
は
何
区
画
予
定

し
て
い
る
の
か
。

　

全
体
面
積
は
ど
の
位
な

の
か
。

　
　

地
権
者
か
ら
は
５
㌶

の
同
意
を
得
て
い
る
。

　

駐
車
場
・
管
理
棟
等
も

整
備
す
る
た
め
墓
地
の
面

積
は
１
㌶
の
予
定
で
あ

る
。 復

興
拠
点
整
備

問答町
営
墓
地

問答

　

整
備
数
は
希
望
者
数
に

応
じ
て
決
定
し
た
い
。
当

初
４
０
０
区
画
、
将
来
的

　
　

学
校
関
係
の
除
染
廃

棄
物
搬
入
は
２
１
３
０
袋

で
終
わ
り
な
の
か
。

　
　

現
在
要
望
が
あ
っ
た

数
が
２
１
３
０
袋
で
、
今

後
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。

　
　

家
屋
や
墓
地
が
イ
ノ

シ
シ
に
荒
ら
さ
れ
て
い
る
。

対
策
は
な
い
の
か
。

　
　

今
年
は
捕
獲
数
も
多

か
っ
た
が
、
罠
を
増
や
す

な
ど
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
。

除
染
廃
棄
物
搬
入

問答イ
ノ
シ
シ
対
策

問答

に
は
１
０
０
０
区
画
ま
で

広
げ
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

予
定
地
の
作
業
進
捗

状
況
は
。

　
　

予
定
地
の
測
量
を
実

施
し
て
い
る
。

　

土
地
が
確
定
す
れ
ば
地

問答

権
者
と
の
用
地
交
渉
に
入

る
。

　
　

平
成
29
年
度
内
に
完

成
す
る
の
か
。

　
　

用
地
買
収
を
進
め
、

な
る
べ
く
早
く
完
成
さ
せ

た
い
。

　
　

町
民
へ
の
募
集
開
始

年
度
は
い
つ
か
。

　
　

平
成
29
年
度
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　

宿
泊
者
を
増
や
す
た

め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

線
量
計
返
却
の
際
、

話
を
聞
い
た
が
、
今
後
は

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
検
討

し
て
い
く
。

　
　

夜
間
の
安
全
確
保
に

何
人
の
消
防
団
員
が
協
力

し
て
く
れ
た
の
か
。

　
　

約
30
人
で
対
応
し

た
。

問答問答特
例
宿
泊

問答問答

町
営
墓
地
整
備

大川原に墓地公園を
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震
災
前
、
町
の
事
業
と
し
て
活
動
し
て
い
た
「
マ

マ
だ
っ
て
や
っ
て
み
隊
」
を
、
ま
た
み
ん
な
で
集
い

た
い
と
平
成
26
年
に
会
津
若
松
市
で
立
ち
上
げ
ま
し

た
。子

ど
も
を
も
つ
お
母
さ
ん
達
の
絆
を
大
切
に
し
情

報
交
換
や
、
お
い
し
い
お
料
理
作
り
、
食
事
し
な
が

ら
癒
し
の
時
間
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
取
り

組
む
体
験
教
室
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
で
相
談
し
企
画
を

立
て
な
が
ら
月
１
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
日
常
生
活
の
ひ
と
こ
ま
を
共
有

し
ま
せ
ん
か
。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

…
代
表　

三
瓶　

美
和

委

員

長
　
　
阿
部
　
光
國

副
委
員
長
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
佐
藤
　
照
彦

委
　
員
　
　
木
幡
ま
す
み

委
　
員
　
　
加
藤
　
良
一

委
　
員
　
　
堀
川
　
亘
夫

委
　
員
　
　
松
永
　
秀
篤

発
行
責
任
者
　
　
鈴
木
　
光
一

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

編
集
後
記

田
村
市
都
路
町
の
国
道
２
８
８
号
線
沿

い
に
、
今
は
亡
き
大
熊
町
の
野
上
に
住
ん

で
お
ら
れ
た
木
下
幹
夫
さ
ん
に
よ
っ
て
、

20
年
位
前
に
作
ら
れ
た
三
角
屋
根
の
茶
色

で
細
身
の
ゴ
ミ
箱
が
、
今
も
何
カ
所
か
に

立
ち
続
け
て
い
ま
す
。

彼
は
亡
く
な
る
ち
ょ
っ
と
前
に
都
路
の

方
に
頼
ま
れ
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
作
っ

て
い
ま
し
た
。

も
し
近
く
を
通
る
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
し

か
し
た
ら
彼
も
一
緒
に
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

…

木
幡
ま
す
み

お気に入りの多肉植物を選びコーディネイトしました。最
後にリボンを結びステキに仕上げました。

郡山市立美術館で『吉田博展』を鑑賞し、楽しい時間を過
ごしました。

講師庄子ヤウ子さんの指導で、旬のフルーツを使ったいち
ご大福や五目おこわを作りおいしく頂きました。

美術館鑑賞

多肉植物の寄せ植え お料理教室

参加お待ちしてまーす
ママだってやってみ隊


